
全
国
の
仲
間
の
心
の

こ
も
っ
た
救
援
物
資
は
、

3
月
26
日
郡
山
地
区
に

送
り
届
け
ら
れ
た
が
、

翌
27
日
に
は
国
労
本
部

か
ら
闘
争
団
の
仲
間
が

ト
ラ
ッ
ク
で
直
接
救
援

物
資
を
届
け
た
。

運
送
し
た
の
は
国
労

闘
争
団
神
宮
議
長
、
札

幌
闘
争
団
畠
山
氏
、
国

労
本
部
阿
佐
見
書
記
の

3
名
。
出
迎
え
は
地
本

五
十
嵐
書
記
長
、
堀
口

郡
連
協
議
長
、
仙
台
闘

争
団
高
橋
団
長
、
佐
藤

事
務
局
長
、
上
遠
野
団

員
。
郡
山
地
区
の
社
宅

は
、
断
水
箇
所
も
あ
り
、

飲
料
水
・
食
料
・
医
薬

品
を
中
心
に
支
援
が
さ

れ
た
。
物
資
は
、
各
分

会
や
各
社
宅
の
自
治
会

を
通
し
て
国
労
本
部
か

ら
の
支
援
と
し
て
手
渡

さ
れ
、
飲
料
水
の
放
射

能
汚
染
に
よ
る
乳
児
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

中
で
大
変
感
謝
さ
れ
た
。

ま
た
神
宮
議
長
か
ら

は
国
労
佐
賀
地
区
闘
争

団
か
ら
の
寄
せ
書
き
と
、

国
労
博
多
闘
争
団
か
ら

の
義
援
金
が
地
方
本
部

に
贈
ら
れ
、
手
渡
さ
れ

た
五
十
嵐
書
記
長
は

「
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
す

る
」
と
御
礼
を
述
べ
た
。

3
月
25
日
、
宮
城

県
支
部
秋
山
執
行
委

員
長
と
仙
台
建
築
の

組
合
員
ら
が
こ
く
ろ

う
会
館
の
応
急
危
険

度
判
定
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
「
宮
城
県

被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
士
」
の
資

格
に
基
づ
き
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
結

果
は
安
全
と
判
断
さ

れ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

壁
に
亀
裂
が
入
っ
て

い
る
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
る
も
の
の
、
表

面
の
モ
ル
タ
ル
が
剥

が
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
り
、
鉄
骨
に
は
異
常

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

国
労
本
部
、
東
日
本
本

部
、
八
王
子
地
区
本
部
、

東
海
エ
リ
ア
本
部
、
九

州
地
区
本
部
、
四
国
エ

リ
ア
本
部
、
盛
岡
地
方

本
部
、
千
葉
地
方
本
部
、

岡
山
地
方
本
部
、
静
岡

地
方
本
部
、
近
畿
地
方

本
部
、
交
運
共
済
本
部
、

交
運
共
済
仙
台
支
所
、

順
不
同
敬
称
略
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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3
月
27
日
、
私
（
地
本
中
島
副
委
員

長
）
と
自
動
車
支
部
岩
崎
さ
ん
、
仙
台

宮
城
野
運
輸
区
の
墨
絵
さ
ん
と
そ
の
ご

子
息
の
4
名
で
、
常
磐
線
沿
線
の
組
合

員
宅
に
物
資
配
達
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
浜
吉
田
在
住
の
小
野
さ
ん
（
仙
・

宮
運
輸
区
）
、
次
に
山
下
在
住
の
斎
藤

さ
ん
（
同
）
、
相
馬
在
住
の
荒
さ
ん

（
岩
沼
駅
連
合
OB
）
、
原
ノ
町
在
住
の

上
田
さ
ん
（
仙
・
宮
運
輸
区
）
、
最
後

に
相
馬
の
山
田
さ
ん
（
岩
沼
駅
連
合
）

の
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
。

常
磐
線
の
被
災
状
況
は
、
想
像
を
絶
す

る
悲
惨
な
光
景
で
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

は
、
「
3
回
、
津
波
が
来
て
や
ら
れ
た
」

「
体
育
館
を
越
え
て
き
た
来
た
か
ら
14

ｍ
を
超
え
る
津
波
だ
っ
た
」
「
1
階
が

す
っ
ぽ
り
水
に
浸
か
っ
た
。
3
ｍ
位
ま

で
浸
水
し
た
」
と
い
う
話
し
を
聞
き
、

ま
た

OB
の
荒
貞
明
さ
ん
は
自
宅
を
流
さ

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
常
磐
線
沿
い
の

被
災
状
況
は
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
十
分
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
日
、
目
に
し

た
光
景
は
、
大
変
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

ま
る
で
戦
争
の
時
の
焼
け
野
原
の
よ
う

な
光
景
の
中
に
、
流
さ
れ
て
き
た
車
や

小
舟
、
瓦
礫
の
山
が
散
乱
し
て
い
て
、

線
路
の
レ
ー
ル
は
Ｐ
Ｃ
マ
ク
ラ
ギ
が
付

い
た
ま
ま
の
状
態
で
田
ん
ぼ
の
中
に
散

乱
し
て
お
り
、
鉄
道
の
復
旧
に
は
相
当

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
し
た
。

原
ノ
町
で
は
原
発
事
故
の
影
響
で
、
町

中
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
ろ
さ
れ
、
閑
散

と
し
て
い
て
、
上
田
さ
ん
は
、
「
原
発

事
故
で
物
が
入
っ
て
こ
な
い
。
品
物
が

不
足
し
て
い
る
」
と
非
常
に
困
っ
た
様

子
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
【
中
島
】


